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問合せ先：東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 

〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1 

Tel: 03-5382-6817 Fax: 03-5382-6120 

E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp 

HP: http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama 

 

 



講演の概要 

 「２０世紀日本における知識人」という時、思い浮かぶのは男性の姿ではないでし

ょうか。何故でしょうか。そういう人は、実際に男性が多かったから？  では、何故、

男性が多かったのでしょうか。  

 「女」とは何か。「男」とは何か。また、それぞれはいかにあるべきか。その答えは、

地域・時代・身分階層などによって、実に様々です。しかも、その答えが、社会・政

治の構造や状況と関連しています。この報告では、どのような男性が理想的と考えら

れ、感じられたのか（それは、女性の理想像と表裏をなしています）について、中国

や欧米と比較しつつ、江戸時代と明治の日本における類型と変化を、お話します。い

わゆる「明治維新」を敢行したのは主に男性でしたから、彼等の男性理想像は、彼等

の行動と深く関連しています。しかも、その結果としてできあがった新しい社会では、

別の男性理想像が登場し、古いものと衝突します。２０世紀、そして現在との連続と

差違とを考えながら、聴いていただければ、幸いです。  

 

 

講師プロフィール 

渡辺 浩  法政大学法学部教授。専攻は日本政治思想史。著書に、『日本政治思想史  

１７－１９世紀』（東京大学出版会、２０１０年）、『東アジアの王権と思

想』（東京大学出版会、１９９７年）、『近世日本社会と宋学』（東京大学

出版会、１９８５年。増補新装版、２０１０年）など。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸山眞男文庫とは 

日本政治思想史の研究を中心に、政治思想家として世界に向けて発信し続けた丸山眞男は、戦

後の日本を代表する知識人でありましたが、その思索の跡を伝える約 2 万冊の蔵書と約 3 万頁の

草稿類が 1998 年に東京女子大学に寄贈されました。東京女子大学は、日本における丸山眞男研究

の拠点となり、貴重な資料がひろく活用されることを願って丸山眞男文庫を設立し、調査と整理

を進めるとともに講演会、公開研究会、公開授業等を開催しています。  

 

「20 世紀日本における知識人と教養」プロジェクトとは 

東京女子大学は、2012 年度より、丸山眞男文庫の資料に基づいた研究プロジェクト「 20 世紀日

本における知識人と教養 ―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用 ―」を開始しました（文

部科学省平成 24 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェクト）。このプロジ

ェクトは 5 年間にわたって二つのテーマ（「 20 世紀知識人の教養と学問 ―丸山眞男文庫を素材とし

て ―」および「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」）を軸として、研究

を進めています。（ HP： http: / /www. twcu.ac . jp / fa c i l i t ies /maruyama/pro je c t）  

 

東京女子大学へのアクセス 

 

ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約12分。 

バスの場合は西荻窪駅北口より吉祥寺駅行

きバス／ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅より西

荻窪駅行バスで「東京女子大前」下車。 


